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免責事項
本イベントでのプレゼンテーションには、当社の見通し、将来の実績および関連する仮定、獲得可能な最大市
場規模、買収、製品および製品能力、戦略に関する将来の見通しに関する記述が含まれる場合があります。こ
れらの記述は、現在判明している要因に基づく当社の最善の判断を反映したものです。実際の出来事や実績は
大きく異なる可能性があります。当社の実績が将来の見通しに関する記述と異なる原因となりうる重要なリス
クおよびその他の要因については、 www.sec.gov で入手可能な最新の Form 10-K および Form 10-Q を含
む当社の SEC 提出書類をご参照ください。

これらのプレゼンテーションにおける将来の見通しに関する記述は、プレゼンテーション実施日当日時点での
ものです。 これらのプレゼンテーションが実施日当日時点以降に見直される場合、たとえその後当社が当社の
Web サイトその他で利用可能にしたとしても、それらのプレゼンテーションには最新または正確な情報が含ま
れていない可能性があります。当社は、将来の見通しに関する記述を更新または修正する義務を一切負いませ
ん。

当社の製品およびサービスに関する計画済みまたは将来的な開発努力に関する記述は、製品、サービス、また
は機能が将来利用可能になることを約束または保証することを意図したものではなく、単に当社の現在の計画
を反映したものであり、現在当社が把握している要素に基づくものです。これらの記述に依存して購入の意思
決定を行うべきではありません。

注意：すべてのオートデスクのコンテンツは所有権で保護されています。許可なくコピー、投稿、配布しない
でください。

http://www.sec.gov/


概要



 パラメータ、プロパティ、属性など、名称は様々。

 ユーザーが独自のパラメータを定義できる機能を提供。

o Revit - 共有パラメータ

 クラウドに接続するワークフローの浸透。

 パラメータの作成・保存・参照ができるクラウドサービスへの期待。

Autodesk アプリケーションのパラメータ



 パラメータ定義をホストするクラウドリポジトリを構築

o パラメータ管理の方法を改善

o 標準化の促進

o 将来的な情報設計ソリューションの実現

 Autodesk Construction Cloud に統合されたサービス

ACC パラメータ サービス



 パラメータ定義をクラウドに保存して一元管理

 コレクションやラベルを使用して整理

 共同設計者やチーム メンバーのアクセスコントロール

 Autodesk エコシステム内のさまざまな製品およびサービス間で、パラメータのコレク
ションを最新の状態に保ち、同期させる。

 検索とフィルタリング機能

 Revit カテゴリ、タイプ/インスタンスなどを予め設定

 Revit API と連携して、共有パラメータとしてドキュメントにロード

パラメータ サービスの機能

（Revit 2023+）



Revit 共有パラメータ



 パラメータは、モデルのすべての要素に関する情報を保存します。

 プロジェクトに対して、あるいはプロジェクト内の要素やコンポーネントのカテゴリに対し
て、カスタム パラメータを作成できます。

Revit パラメータの仕組み

パラメータ タイプ

プロジェクト パラメータ
単一のプロジェクト ファイルに固有です。
タイプ/インスタンス&カテゴリに対して割り当てられます。
プロジェクトの集計、並べ替え、フィルタリングに使用されます。

ファミリ パラメータ
寸法やマテリアルなど、ファミリの変数値をコントロールします。
このパラメータはファミリに固有です。

共有パラメータ
複数のファミリやプロジェクトで使用できるパラメータ定義です。ファミリ
またはプロジェクト パラメータとして使用することができます。

グローバル パラメータ
単一のプロジェクト ファイルに固有です。カテゴリには割り当てられません。
単純な値、計算式から算出される値、その他のグローバル パラメータを使用
するモデルから取得される値を使用できます。



 共有パラメータの追加

o パラメータ グループ

o 名前

o 専門分野

o データ タイプ

共有パラメータ ファイル利用のワークフロー



 共有パラメータ定義ファイル（.txt ファイル）

 PC 上の指定したローカルのディレクトリやファイルサーバーに保存。

共有パラメータ ファイル利用のワークフロー



 プロジェクトパラメータを新規作成。

共有パラメータ ファイル利用のワークフロー

新規作成



共有パラメータ ファイル利用のワークフロー

定義が自動的に反映



 ファミリインスタンスに共有パラメータから作成したプロ
ジェクト パラメータが追加されます。

 Revit SDK - FireRating Sample
o 共有パラメータを Revit API で作成してファミリインスタンス

に追加します。

o 日本語対応が必要。

• Doors → ドア

共有パラメータ ファイル利用のワークフロー



 ファイルの保存場所は規定されていません。

o ユーザーのローカル ディレクトリやファイルサーバーなど

o ユーザーが簡単にファイルパスを変更可能。

 ファイルには、要素のカテゴリやタイプ/インスタンスなどの情報は保持されていません。

共有パラメータ ファイルの問題点



ACC パラメータ サービス



 Autodesk Construction Cloud
o パラメータを1つずつ作成して設定、コレクションに追加。

o 共有パラメータ ファイルをアップロードして、一括でコレクションに追加。

• ただし、各パラメータのカテゴリとプロパティ パレット グループの設定は必要。

 Revit 2023/2024
o パラメータを1つずつ作成して設定、コレクションに追加。

o 共有パラメータ ファイルをアップロードして、一括でコレクションに追加。

• ただし、各パラメータのカテゴリとプロパティ パレット グループの設定は必要。

o Revit プロジェクトからアップロードして、一括でコレクションに追加。

• アップロードされたパラメータには、プロパティ パレット グループ、カテゴリ、タイプ/インスタンス設定が含ま
れます。これらのパラメータは、その定義では完全であるとみなされ、他の Revit プロジェクトに即座に読み込む
ことができます。

パラメータの作成方法



 アカウント管理者が Autodesk Construction Cloud – [アカウント管理] – [ライブラリ] –
[パラメータ]タブからアクセス。

パラメータ サービスのアクセス方法



Autodesk Construction Cloud
パラメータ サービス利用のワークフロー



Autodesk Construction Cloud
パラメータ サービス利用のワークフロー



Autodesk Construction Cloud
パラメータ サービス利用のワークフロー



Autodesk Construction Cloud
パラメータ サービス利用のワークフロー



Autodesk Construction Cloud
パラメータ サービス利用のワークフロー



Autodesk Construction Cloud
パラメータ サービス利用のワークフロー



Autodesk Construction Cloud
パラメータ サービス利用のワークフロー



Revit 2023/2024

 Revit からも管理機能を利用
できます。

パラメータ サービス利用のワークフロー



Revit 2023/2024

 プロジェクト パラメータに追加するためには、
[サービスからパラメータを追加]ボタンを押下。

パラメータ サービス利用のワークフロー



Revit 2023/2024
パラメータ サービス利用のワークフロー

タイプ/インスタンス、カテゴリに対して自動的に
パラメータが割り当てられます。



パラメータのアップロード
 Revit 2023/2024



 パラメータ サービスでパラメータをビューから削除するには、そのパラメータをアーカ
イブに移動します。

 パラメータをアーカイブに移動した後は、Revit モデルに追加する際に選択できなくなり
ます。アーカイブは元に戻すことができません。

パラメータのアーカイブ（ビューからの削除）



パラメータ サービスのアクセス権限

アカウント
管理者

プロジェクト
管理者

プロジェクト
メンバー

ACC

サービスの開始（コレクションの作成） 〇 X X

サービス機能へのアクセス
（共有パラメータ ファイルのアップロード、パラ
メータ、ラベル、保存された検索の作成および編集）

〇 X X

Revit

パラメータのアップロード
（共有パラメータファイル/Revit プロジェクト）

〇 〇 X

パラメータ、ラベル、バインドの作成と編集 〇 〇 X

検索フィルタの作成と編集 〇 〇 〇

Revit モデルにパラメータをロード 〇 〇 〇



共有パラメータ ファイル VS パラメータ サービス

機能 共有パラメータ ファイル パラメータ サービス

パラメータ定義 ベーシック
リッチ

タイプ vs インスタンス, カテゴリ, 
プロパティ パレット グループ

整理方法 テキストファイルに固定
フレキシブル

コレクション, ラベル, 検索フィルタの保存

Revit プロジェクト/ ファミリへの
追加

1度に１つのパラメータ いくつでも

保存場所 規定されていない 規定された場所

アクセス管理 なし
ACC アカウントと

プロジェクトメンバーシップに応じる

プロジェクト内メンバー
との

パラメータコレクションの共有
なし ACC プロジェクト管理の機能に統合



Parameters API
Autodesk Platform Services

Beta



 Account – Autodesk Construction Cloud アカウント。

 Group – コレクションのグループ。

 Collection – 特定の目的のためにまとめられたパラメータのグループ。

o 病院 / 学校 / 空港などの施設単位、サブコンと共有するパラメータなど

 Label – 特定のパラメータに付与されたメタデータ。検索とフィルタリングに活用。

 Parameter – アプリケーションのパラメータ、プロパティ、属性などによって要素に関連
付けられる値の定義。

 Classifications – パラメータに関する詳細な情報。

o 専門分野, データ タイプ, カテゴリ, 単位、プロパティ パレット グループ

構成要素

全て 3-legged アクセストークン



 APIs: 
o グループのリストを取得

o GET: グループを取得

o PUT: グループを更新

 複数のコレクションを一纏めにしたもの。

 デフォルトの Group ID は、Account ID と同一。= アカウントに1つのグループ

Groups

v1/accounts/{accountId}/groups/{groupId}



 APIs: 
o コレクションのリストを取得

o GET: コレクションを取得

o POST: コレクションの作成

o PUT: コレクションを更新

Collections

v1/accounts/{accountId}/groups/{groupId}/collections/{collectionId}



Parameter Definition Data Model

変更できるプロパティ変更できないプロパティ



 APIs: 
o GET

o POST(max 50 per req)
• パラメータの定義を作成

o PATCH(Max 10 per req)
• カテゴリ、タイプ/インスタンスのバインド設定などのメタ情報を設定・更新。

o パラメータ定義の詳細を取得

o ソースの単位またはシンボルから、ターゲットの単位またはシンボルへ、フォーマットと精度を指定して、パラ
メータの値をレンダリングする。

Parameters

v1/accounts/{accountId}/groups/{groupId}/collections/{collectionId}/parameters

v1/parameters/{parameterId}

v1/parameters:render



APIs: 
o コレクション内のラベルのリストを取得

o コレクション内に新規ラベルを作成

o GET / POST / PATCH / DELETE メソッド

o パラメータにアタッチ/デタッチ

Labels

v1/accounts/{accountId}/labels

v1/accounts/{accountId}/labels/{labelId}

v1/accounts/{accountId}/groups/{groupId}/collections/{collectionId}/labels-attach

v1/accounts/{accountId}/groups/{groupId}/collections/{collectionId}/labels-detach



 コレクション内パラメータを検索する。

 コレクション内パラメータのインデックスを検索する。

Search & Filters

v1/accounts/{accountId}/groups/{groupId}/collections/{collectionI
d} /parameters:search

v1/accounts/{accountId}/groups/{groupId}/collections/{collectionI
d} /parameters:search-indices



 パラメータの作成時に必要な分類情報を取得

o ただし、日本語のカテゴリ名には未対応。

Classifications

GET v1/disciplines

GET v1/specs

GET V1/units

GET v1/classifications/groups

GET v1/classifications/categories



Revit 2024 API



 Revit モデルにパラメータ サービスのパラメータを追加するための API。
o ParameterUtils.DownloadParameter(Document, ParameterDownloadOptions, ForgeTypeId)

• パラメータ サービスからパラメータ定義をダウンロードし、指定したドキュメントに共有パラメータ要素を作成します。

• パラメータ定義が既にローカルで利用可能な場合、Revit はローカルの定義を使用します。

o ParameterUtils.DownloadParameterOptions(ForgeTypeId) 
• 指定したパラメータのカテゴリ、可視性、およびグループ バインディングをスキーマ サービスから取得します。

o ParameterUtils.DownloadCompanyName(Document, ForgeTypeId) 
• 指定したパラメータのスキーマ識別子を所有するアカウント名を、指定したドキュメントにダウンロードし記録します。

 Revit 2024 API でサポート。Revit 2023 は非対応。

 プロジェクト ドキュメントとファミリ ドキュメントでは、パラメータを追加するルールが異な
ります。

o API リファレンスで詳細をご参照ください。

ParameterUtils クラス



Revit API Class and Method Description
ParameterUtils.DownloadParameter(

Document  document,
ParameterDownloadOptions options,
ForgeTypeId parameterTypeId

)

Parameters Service のパラメータ定義
に基づいて、ドキュメントに共有パラ
メータを作成します。

ParameterUtils.DownloadParameterOption(
ForgeTypeId parameterTypeId

)

指定されたパラメータに関連する設定を 
Parameters Service から取得します。

ParameterUtils.DownloadCompanyName(
Document document,
ForgeTypeId parameterTypeId

)

指定されたパラメータが属しているアカ
ウントの名前を取得します。

Revit 2024 enhancement
Parameters – Revit API 



Revit API Class and Properties Description
ParameterDownloadOptions パラメータ・サービスからパラメータをダ

ウンロードする際に使用するオプションの
ための新しいクラス。

ParameterDownloadOptions.Categories バインドするカテゴリ

ParameterDownloadOptions.IsInstance 要素のインスタンスにバインドする場合は
trueを、要素のタイプにバインドする場合
はfalseを返します。

ParameterDownloadOptions.Visible パラメータがユーザーに表示される場合は
trueを、非表示でAPI経由でのみアクセス
する場合はfalseを返します。

ParameterDownloadOptions.GroupTypeId プロパティ パレット グループの識別子

Revit 2024 enhancement
Parameters – Revit API 



API 利用のワークフロー

1. APS – Authentication API : 3-legged アクセストークンを取得

2. APS – Parameters API : アカウントに紐づく Group を JSON データで取得（省略可）

3. APS – Parameters API : Group に紐づく Collection を JSON データで取得

4. APS – Parameters API : Collection に紐づく Parameter を JSON データで取得

5. Revit 2024 – Parameter の Id を ForgeTypeId に変換

6. Revit 2024 – ParameterUtils.DownloadParameterOptions() で設定情報を取得

7. Revit 2024 - ParameterUtils.DownloadParameter() でドキュメントに共有パラメータを追加



Revit 2023/2024

 共有パラメータ ファイルとパラメータ サービスから同名で
プロジェクトパラメータを追加した場合、どちらも共存。

 ただしファミリインスタンスは、パラメータ サービスが優先。

プロジェクトパラメータは共存



SharedParameterElement.GetDefinition() - InternalDefinition Object
API では判別可能

"parameters.<accountId>:<schemaId>-<versionNumber>" 



Revit 2023/2024

 ファミリパラメータは一意な名前でなけ
ればなりません。

 ダウンロードされたパラメータがファミ
リドキュメントに既に存在するパラメー
タと同じ名前を持っていることが判明し
た場合、エラーが発生します。

ファミリパラメータは一意な名前が条件



Parameters API サンプル



CSV 形式で Import/Export

ACCのパラメータ定義をカスタム
Webページに表示し、CSVに書き
出します。

Code: GitHub sample （公開済み！）

Author: Zhong Wu, Autodesk

https://github.com/autodesk-platform-services/aps-parameters.exchange




ACCのParameters Servicesで定義された
パラメータを、現在アクティブな Revit
ドキュメントにダウンロードして適用す
る Revit アドイン。

Code: GitHub sample  (TBD)

Author: George Moturi,  Autodesk
Ryuji Ogasawara, Autodesk

パラメータの取得アドイン





Postman Collection

Parameters API のエンドポイントを確認できる 
Postman Collection

Code: GitHub sample （公開済み！）

Author: Zhong Wu, Autodesk

https://github.com/autodesk-platform-services/aps-parameters-postman.collection


Parameters API & Revit 2024 API

コレクションの取得
パラメータ定義の作成 POST メソッ
ド
パラメータ定義の更新 PATCH メソッ
ド

• カテゴリ
• タイプ/インスタンス

パラメータ定義のダウンロード
• プロジェクトパラメータ
• ファミリパラメータ
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